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Abstract

Applications of image analysis are、 、アidely used in the Fields of natural science  ln order to

apply to the image analysis,it is important to select devices according to their speciFic functions,

caliculation rate and operation procedures  Here郡 ′e reported the compatib■ ity image data in

the transfer of data obtaind from PC98,]ヽ Iac,andヽ「ヽork Station(ヽ 「ヽS)  Besides,we studied the

methods for correcting image data among systems

1. は じ め に

理学,医学,工学などのあらゆる分野におい

て種々の画像データの解析が必要になってきて

いる。画像解析によって膨大な画像データの中

から必要な情報を読み取ることができる
い3)。
最

近では画像解析は,身近なパソコン (PC98),
マッキントッシュ(Mac),ワ ークステーション

(WS)で手軽にできるようになった。
画像解析装置としての PC98,Mac,WSは そ
れぞれ異なった性能・特徴を持っている (も ち

ろん使用するソフトにもよるが)。 PC98は ,最
も広 く普及している。市販のデータ (地理デー

タ,衛星データなど)の利用が容易であり,豊
富に用意されているプログラム言語を用いて,

それらデータの変換・加工も容易に行うことが

できる。Macは ,非常に操作性に優れており,あ
らゆるタイプのデータ (PICT,TIFFな ど)を

読み込み,ま た,出力形式も自在に選べる。WS
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は膨大なデータを高速に処理できるので,多量
のデータを高速に処理する場合,例えば,画像
の重ね合わせやアニメーションなどに威力を発

揮する。

画像解析の目的によっては,PC98,Macお よ

びWSの 持っている各々の機能が必要となっ
てくる。しかし,それら機種間で画像データを

移動させた場合,機種ごとにデータの入出力機
能が異なるため,問題が生じる。

本報告では,PC98,Macお よびWSでそれぞ
れ画像処理ソフトとして評価の高いアプリケー

ションを選定し,同一の画像データの読み込み,

データの処理結果の比較・検討を行った。また,

データ処理結果の異なるアプリケーションにお

いては,同一の画像処理結果となるような補正

方法も検討した。

2.各装置におけるデータ表示方法

画像解析用アプリケーションには,PC98用
として PIAS(PIAS―LA555)を ,Mac用 とし
て Adobe Photoshopと NIHを ,ヽVS用 として
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画像可視化ツールであるAVSを それぞれ用
い,各装置でのデータの処理結果の比較を行っ

た。

処理結果の比較に用いる画像データは,八戸

市周辺におけるLANDSAT衛星データ (1985
年 6月 16日 ,TMセ ンサー)を用いた。LAND―
SAT衛星は,TMセ ンサーによって,表 1に示
した周波数の異なる7つ のバンドデータがあ

る■0。 今回は,肉眼で観察した色とほぼ同一の

表示結果にするため,バンド1,2,3を 用いた。
LANDSAT衛星画像は, リモートセンシング
技術センターから取り寄せることができるが,

特殊なフォーマット (BSQフ ォーマット)で配

布されているため,こ のフォーマットに対応す

ることのできるPC98用 PIASに より,他の装
置と互換性の高いバイナリーデータに変換し

た。変換後のバイナリーデータファイルをMac
とWSに移動した。各アプリケーションで,ま
ず,バンド1,2,3の データをそれぞれ読み込み,

処理結果を比較した。次に,各アプリケーショ
ン上で RGB合成などのバンド合成を行い,カ
ラー合成画像の表示結果を比較した。さらに,処

理結果が異なったアプリケーションでは,PC98

上での処理結果と同一にするための補正方法を

探った。

3.データ処理結果

3.l PC98に よるデータ処理結果

図 1は PC98で稼(働する画像解析装置 PIAS

を用いて LANDSAT衛 星画像の単バンドを処
理0した結果である。LANDSAT衛 星画像は縦
横 512× 512ド ットのデータである。各 ドットの

輝度は0～255の 256諸調で表され,輝度 0が

黒,輝度値が上がるに従い明るいグレーになり,

輝度 255が白で表示されている。

図 2は図 1に示した 3つの画像のうちバンド

1を Bに,バンド2を Gに ,バンド3を Rに部!

り当ててバンド合成した RGBカ ラー画像であ
る。

表 l LANDSAT衛 星 (TMセ ンサー)の各バン
ドの特徴

バンド

1

計測項目

濁水分布,針葉樹と広葉樹
の区別

地表構造物の識別,濁水分布

地表構造物の識別,植生調査

水陸域の境界線抽出,植物
の活力度

地表構造物の識別,雪 と雲
の区別

水温分布,地熱分布,都市
環境温度

岩石変質地域の識別

3。2 Macに よるデータ処理結果

PC98の画像データ (バイナリーデータ)は ,
FDに よりMacへ移動した。Adobe Photoshop

により,単バンド画像を処理した結果,図 1と

同様の表示結果となった。図 3は単バンドの各

画像をAdobe Photoshopに よリバンド合成の

した RGBカ ラー表示結果である。これも図 2

の PIAS― LA555の 表示 と同様の結果 となっ

た。図 3の結果より,RGB合成機能のある装置
では,表示結果がほば一致することが示された。

次に,NIHに よるデータ処理を試みた。図 4
はNIHに より,単バンド画像を表示した結果
である。図 4は図 1に全く対応しない表示結果

となった。これは,NIHで は輝度 0が自に,輝
度値が上がるに従い黒が強くなり,255で黒と,

他の装置と全 く逆の色の割当になるためであ

る。従って,図 4は図 1のネガ画像となってい

る。NIHを用いてバンド合成画像の作成を試み
た。NIHに はRGB合成機能がないため,ス
タック機能により画像を重ねた後,輝度に色を

割り当てる方法が有効であった。図 5は以上の

処理方法で図 4の単バンド画像を合成した結果

である。図 2の表示と比較すると色が反転して

おり,図 5も 図 2のネガ画像となっていること
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バンド 1 バンド2

φ ヽ

電
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図 l LANDSAT衛 星の単バンド画像

図 2 PC98に よるバンド合成画像
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図 3 PhotoshOpに よるバンド合成画像
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′ヾンド1

ノヾンド3

図 4 NIHに よる単バンド画像の表示結果

バンド2

が分かる。図 4,図 5の結果より,NIHで は輝
度に対する色の割付が他のアプリケーションと

全 く逆であることが示された。

3.3 WSに よるデータ処理結果

画像データ (バイナリーデータ)は WS上 で
そのまま読み込むことができる。しかし,WSと
PC98で は FDの フォーマットが異なるため,
今回,画像データはイサネットを用いて WSへ
移動した。

WS上 で画像データを表示するアプ リケー
ション として,可 視 化 ツール で あ るAVS
(Application Visualization System)0を 用い

た。AVSに使用できるデータには,地理データ,
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図5 NIHに よるバンド合成画像
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イメージデータ,数値計算データ,実測データ
がある。AVSは これらのデータを基に,画像処
理,アニメーション,シ ミュレーションなどの

処理が行える機能を持っている。AVSの特徴
は,データの入力,演算,出力を行うプログラ
ムが,用途に合わせたモジュールとして提供さ

れていることである。モジュールを組み合わせ

ることによって使用者の望む処理を行うことが

できる。また,AVSに は新しいモジュールを開
発する環境が備わっており,独自に開発したモ
ジュールや外部で開発されたモジュールを取り

入れることにより,AVSの機能を絶えず高めて
いくことが可能である。

AVSに より,単バンド画像を処理した結果,
図 1と 同様の表示結果となった。次に,モ ジュー

ルを組み合わせてバンド合成によるカラー画像

表示を行った。二つのバンドそれぞれを「con―

trast」 と「histgram stretch」 のモジュールに

より輝度調整 した後,「combine scalars」 モ

ジュールでバンド統合した。以上の処理方法で

得られた画像の表示結果を図 6に示す。図 6も

図 2と 同様の表示結果であった。

4.データ補正方法

今回用いた画像処理アプリケーションのう

ち,NIHでは輝度に対する色の割付が他のアプ
リケーションと全 く逆であった。このため,

NIHでの表示結果を他の表示結果と同一にす
る補正方法を探った。

初めに,NIHで表示した結果 (図 4,図 5)は
すべて他のアプリケーションでの表示結果のネ

ガ画像であったため,図 4,図 5を NIH上で輝
度反転させた。この結果,単バンドごとの画像
を輝度反転させた画像は,図 1と 同様の表示結
果となった。しかし,NIHでバンド合成した

図 7 NIHに よるバンド合成画像 (輝度反転)

図8 NIHに よるバンド合成画像
(単バンド輝度反転後合成)
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図 6 AVSに よるバンド合成画像
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図 9 Photoshopで作成 したバ ンド合成画像を
NIHで表示した結果

図 5を輝度反転処理した結果である図 7は ,図
2と表示色が全 く対応しない結果となった。そ

こで,単バンドごとに輝度反転を行い,バンド

合成した処理結果が図 8である。図 8は画像が

荒いものの,図 1と ほぼ同様の表示結果となっ
た。

次に,Adobe Photoshopで作成したバンド合

成画像 (図 3)の NIHでの表示を試みた。NIH
での表示結果が図 9である。図 3と 図 9をとヒ較

した場合,NIHで は画像表示が荒 くなってお
り,図 3の黄色の表示部分が朱色に表示されて
いた。この原因としては,Adobe Photoshopで

は一画面で 17万 6千色を表示できるのに対し,
NIHでは一画面で 256色 までしか表示できな
いことが挙げられる。NIHでは表示色が少ない
ため近い値の輝度を分離して表示することがで

きず,荒い画像表示になったと思われる。
以上の結果より,データの補正方法としては,

単バンドそれぞれを元の画像表示に補正してか

ら,後の処理を行わなければならないことが確
認された。

5。  ま と め

本報告では,PC98用,Mac用およびWS用
のアプリケーションで同一の画像を表示させ,

表示結果の検証を行った。また,データ表示結
果の異なった Mac tt NIHで,データ表示を同
一にするための補正方法を検討した。

確認された結果と補正方法は,第一に,バイ
ナリー形式の画像データの場合,PC98, Mac,
WS間で問題なく移動できること,第二に,輝度
と色の対応が同じアプリケーションではカラー

合成画像も同様の表示結果となること,第二に,

輝度と色の対応が逆のアプリケーションでバン

ド合成などの処理を行う場合,単バンドごとに

輝度反転の補正を行わなくてはならないこと,

であった。

今回は,四つのアプリケーションでの表示結
果しか示すことができなかったが,多 くの画像
解析装置の原理 。操作は今回挙げた装置と同じ

ものが多く,他の画像解析装置にも充分応用で
きる。
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